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Ⅰ．はじめに

　五島列島はツバキ油の生産が盛んであり，その原料はヤブツバ
キ（Camellia japonica，以後ツバキという）の種子である。近
年，ヒノキバヤドリギ（Korthalsella japonica）によるツバキの
被害が拡大している。
　ヒノキバヤドリギは半寄生植物で，葉緑素を含む茎と水・栄養
分の吸収根である吸器からなっている。葉は退化しており，茎と
茎の間の節に花と実がつく特徴的な姿をしている。（図 1－ 1，1
－ 2）
　ヒノキバヤドリギが群生すると寄主を弱らせ，枯死に至らせる
ことがある。しかし，ヒノキバヤドリギの生態やその被害対策に
関する知見はほとんど無く，登録農薬も存在しない。
　これまで，ヒノキバヤドリギの駆除として，冬季にツバキの枝
条ごと切除する物理的防除を行ってきたが，枝条を切除し，ヒノ
キバヤドリギの種子に日が当たるようになると種子が発芽しやす
くなることがわかった。
　これらを踏まえて，人為的にツバキの枝にヒノキバヤドリギの
種子を付着させてその後の経過を観察するとともに，その種子の
飛散の時期について調査を行った。
　また，ヒノキバヤドリギの芽を遮光することで，その成長を阻
害し駆除できないか検討するとともに，除草剤を散布しての駆除
の効果について調査した。

Ⅱ．材料と方法

1．種子の発芽試験
　新上五島町で生産されたツバキの苗 2株にヒノキバヤドリギの
種子を 20 個ずつ，計 40 個を人為的に付着させ，その経過を観察
した。

　試験は 2014 年 10 月 23 日に開始した。
2．種子の飛散時期試験
　新上五島町津和崎郷に自生しているツバキのうち，ヒノキバヤ
ドリギが多く寄生しているツバキを 2本選定し，それぞれ調査木
A，Bとした。それぞれの調査木から 7～10 日間ごとにヒノキバ
ヤドリギ 1株を採取し，屋内の調査箱内に静置し，その期間中の
ヒノキバヤドリギの種子の飛散個数を計測した。
　採取したヒノキバヤドリギは大きさが異なるため，あらかじめ
重量を計測しておき，種子の飛散個数はヒノキバヤドリギ 30 g
あたりとした。
　試験は 2014 年 10 月 7 日に開始し，2015 年 3 月 28 日まで行っ
た。
3．遮光法による駆除試験
　新上五島町津和崎郷に自生するツバキに寄生しているヒノキバ
ヤドリギの幼芽を遮光性の異なるクリアテープ，ガムテープ，ア
ルミテープで被覆しその後の経過を観察した。
　試験は 2017 年 2 月 7 日に被覆を行い，枯損状況の確認は 7月
24 日に行った。
4．除草剤による駆除試験
　ヒノキバヤドリギに光合成阻害型，過酸化物生成型と作用機構
の異なる除草剤をそれぞれ 5倍・10 倍・50 倍に希釈し，霧吹き
で吹きつけ，ヒノキバヤドリギの茎とツバキの枝と癒着している
吸器のその後の枯損状況を調査した。
　試験区は新上五島町津和崎郷内に 5倍・10 倍・50 倍散布区を
設置し，散布区内のツバキ 1本に寄生しているヒノキバヤドリギ
にそれぞれ光合成阻害型，過酸化物生成型の除草剤を散布した。
　また同時に除草剤を散布したヒノキバヤドリギの寄主となって
いるツバキに対する除草剤の影響調査も行った。
　除草剤の散布は 2017 年 8 月 10 日に行い，枯損状況の確認は 8
月 31 日に行った。
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Ⅲ．結果と考察

1．種子の発芽試験
　10 月 23 日に種子を人為的に付着させたところ，11 月 29 日に
は種子から白い組織が見られ始め，3月 9日に吸器が確認できた。
その後，4月 7日にはその吸器が明確となり，7月 15 日には約
1 cmの大きさに成長した。（図 3－ 1～3）
　人為的に付着させた 40 個の種子は時間の経過とともに白い殻
のようなものを残して枯れたり，自然落下してしまい最終的にツ
バキへの寄生が確認できたものは 3個であった。
　ヒノキバヤドリギの成長が一番よかったのは 4月から 7月にか
けてであり，2年目には茎間の節に実が見られるほど成長したも
のもあった。

2．種子の飛散時期試験
　種子の飛散は 10 月上旬から始まり，11 月中旬（11 月 19 日）
に最大となった。その後，種子飛散個数は徐々に減り 2月以降は
ほとんど見られなくなった。（図 2）
　調査木で種子飛散の時期についての大きな違いは見られなかった。
　また，1シーズンで調査木から採取したヒノキバヤドリギ全て
の種子の飛散個数は 1 , 000 個を超えた。（表 1）

表－１　月別のヒノキバヤドリギの種子飛散個数　　　（個）

　 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計
調査木A 189 584 127 85 33 14 1,032
調査木 B 170 704 314 56 21 29 1,294

3．遮光法による駆除試験
　クリアテープ，ガムテープ，アルミテープの 3種類のテープで
ヒノキバヤドリギの幼芽を被覆したところ，全ての種類のテープ
でヒノキバヤドリギの幼芽を枯らすことができた。
　しかし，遮光性の一番高いアルミテープのみがヒノキバヤドリ
ギの吸器まで枯らすことができ，あとの 2つは吸器まで枯らすこ
とができなかった。（表 2）

表－ 2　ヒノキバヤドリギの遮光法による駆除の結果

テープ
の種類

クリア
テープ

ガム
テープ

アルミ
テープ

茎の枯損状況 5/5 5/5 5/5
吸器の枯損状況 0/5 1/5 4/5

※枯損したサンプル数／試験したサンプル数

4．除草剤による駆除試験
　光合成阻害型，過酸化物生成型の除草剤を使用してヒノキバヤ
ドリギの駆除を行ったところ，5倍・10 倍の希釈倍率ではどちら
の除草剤でも茎・吸器まで枯らすことができた。
　しかし，50 倍の希釈倍率では過酸化物生成型の除草剤は茎・
吸器まで枯らすことができたが，光合成阻害型では吸器を枯らす
ことができなかった。（表 3）

表－３　ヒノキバヤドリギの除草剤による駆除の結果

除草剤
のタイプ 光合成阻害型 過酸化物生成型

希釈倍率 5 10 50 5 10 50
茎の枯損状況 6/6 7/7 7/7 7/7 7/7 5/5
吸器の枯損状況 6/6 7/7 0/7 7/7 7/7 5/5

※枯損したサンプル数／試験したサンプル数

　また，同時に全ての条件でヒノキバヤドリギが寄生していたツ
バキの枝も除草剤のドリフトにより枯損が見られたため，今後も
経過観察を継続する。

図 1－ 1　ヒノキバヤドリギ

図 1－ 2　ツバキの枝（剥皮状態）とヒノキバヤドリギの吸器

図 2　ヒノキバヤドリギの種子の飛散個数と時期
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Ⅳ．おわりに

　今回の調査に，新上五島町役場の多大なご支援を頂いたことに
謝意を表します。
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（2017 年 11 月 10 日受付；2018 年 1 月 24 日受理）

図 3－ 1　ヒノキバヤドリギの種子の発芽状況（10 月 23 日）

図 3－ 2　ヒノキバヤドリギの種子の発芽状況（11 月 29 日）

図 3－ 3　ヒノキバヤドリギの種子の発芽状況（3月 9日）


